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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を撮像して保存すべき画像データを得る撮像手段と、この撮像手段により得ら
れた前記画像データを表示する表示手段と、前記撮像手段により得られた前記画像データ
を保存する複数のフォルダを有する保存手段とを備える撮影装置において、
　前記撮像手段によって前記保存すべき画像データが得られた際に予め定められた所要時
間のカウントが開始される計時手段と、
　この計時手段によるカウントの開始によりユーザがフォルダを選択するためのフォルダ
選択画面を前記表示手段に表示させる表示制御手段と、
　この表示制御手段により表示されたフォルダ選択画面から前記画像データを保存するフ
ォルダを選択するフォルダ選択手段と、
　この選択手段により選択されたフォルダに前記画像データを保存する第１の保存手段と
、
　前記計時手段によって前記所要時間のカウント中に前記フォルダ選択手段によるフォル
ダの選択が行われなかった際には前記画像データを予め定められたフォルダに保存する第
２の保存手段と、
　を備えたことを特徴とする撮影装置。
【請求項２】
　更に、前記第１もしくは第２の保存手段によって前記画像データの保存がなされると前
記表示手段に表示されているフォルダ選択画面を前記撮像手段によって撮像される被写体
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像の表示に切り換える表示切替手段を備えていることを特徴とする請求項１記載の撮影装
置。
【請求項３】
　更に、複数の方向に押下可能な操作部を備え、
　前記表示制御手段は、前記複数の方向に対応させて前記複数のフォルダウィンドウを表
示させ、
　前記フォルダ選択手段は、前記操作部が押下された方向に対応するフォルダウィンドウ
を前記画像データを保存するフォルダとして選択することを特徴とする請求項１記載の撮
影装置。
【請求項４】
　被写体像を撮像して保存すべき画像データを得る撮像手段と、この撮像手段
により得られた前記画像データを表示する表示手段と、前記撮像手段により得られた前記
画像データを保存する複数のフォルダを有する保存手段とを備える撮影装置の撮影方法に
おいて、
　前記撮像手段によって前記保存すべき画像データが得られた際に予め定められた所要時
間のカウントが開始される計時開始ステップと、
　この計時開始ステップによるカウントの開始によりユーザがフォルダを選択するための
フォルダ選択画面を前記表示手段に表示させる表示制御ステップと、
　この表示制御ステップにより表示されたフォルダ選択画面から前記画像データを保存す
るフォルダを選択するフォルダ選択ステップと、
　この選択ステップにより選択されたフォルダに前記画像データを保存する第１の保存ス
テップと、
　前記計時開始ステップによって開始された所要時間のカウント中に前記フォルダ選択手
段によるフォルダの選択が行われなかった際には前記画像データを予め定められたフォル
ダに保存する第２の保存ステップと、
　を備えたことを特徴とする撮影方法。
【請求項５】
　被写体像を撮像して保存すべき画像データを得る撮像手段と、この撮像手段
により得られた前記画像データを表示する表示手段と、前記撮像手段により得られた前記
画像データを保存する複数のフォルダを有する保存手段とを備える撮影装置のコンピュー
タを、
　前記撮像手段によって前記保存すべき画像データが得られた際に予め定められた所要時
間のカウントが開始される計時手段、
この計時手段によるカウントの開始によりユーザがフォルダを選択するためのフォルダ選
択画面を前記表示手段に表示させる表示制御手段、
　この表示制御手段により表示されたフォルダ選択画面から前記画像データを保存するフ
ォルダを選択するフォルダ選択手段、
　この選択手段により選択されたフォルダに前記画像データを保存する第１の保存手段、
前記計時手段によって前記所要時間のカウント中に前記フォルダ選択手段によるフォルダ
の選択が行われなかった際には前記画像データを予め定められたフォルダに保存する第２
の保存手段、
として機能させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影された画像データを記録媒体に記録する撮影装置、撮影方法、およびプ
ログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近のデジタルカメラにおいては、一般に、記録媒体におけるメモリ容量の有効活用の
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観点から、撮影画像をＪＰＥＧ（Ｊｏｉｎｔ　Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｃｏｄｉｎｇ
　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）方式等の所定の圧縮方式により圧縮して記録媒体に記録
するようになっている。また、そのような記録手段を有するデジタルカメラにより画像を
撮影した際に、ユーザにより記録するための操作が行われなくても、撮影モードで電源を
投入すれば、自動的に撮影画像データをフォルダに保存するデジタルカメラが開示されて
いる（特許文献１、参照。）。　
【特許文献１】特開２００３－１３４４３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、従来のデジタルカメラにおける撮影画像の保存方法では、一つのフォル
ダにすべて連番で保存されるため、ＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）に画像
データを取り込んだときに、どのような画像かわかりにくいだけでなく、ＰＣに画像デー
タを取り込んだ後で、各撮影画像データをフォルダに分けて保存するという手間がかかる
という問題があった。
【０００４】
　また、高画質で撮影できるデジタルカメラの要望が増す一方で、高画質になるほど保存
に時間がかかり、ユーザの待ち時間が長くなるという問題があった。
【０００５】
　本発明の課題は、撮影画像を保存する待ち時間を有効に活用できるようにすることであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１記載の発明による撮影装置は、被写体像を撮像して保存すべき画像データを得
る撮像手段と、この撮像手段により得られた前記画像データを表示する表示手段と、前記
撮像手段により得られた前記画像データを保存する複数のフォルダを有する保存手段とを
備える撮影装置において、前記撮像手段によって前記保存すべき画像データが得られた際
に予め定められた所要時間のカウントが開始される計時手段と、この計時手段によるカウ
ントの開始によりユーザがフォルダを選択するためのフォルダ選択画面を前記表示手段に
表示させる表示制御手段と、この表示制御手段により表示されたフォルダ選択画面から前
記画像データを保存するフォルダを選択するフォルダ選択手段と、この選択手段により選
択されたフォルダに前記画像データを保存する第１の保存手段と、前記計時手段によって
前記所要時間のカウント中に前記フォルダ選択手段によるフォルダの選択が行われなかっ
た際には前記画像データを予め定められたフォルダに保存する第２の保存手段とを備えた
ことを特徴とする。
【０００７】
　請求項２の発明は、更に、前記第１もしくは第２の保存手段によって前記画像データの
保存がなされると前記表示手段に表示されているフォルダ選択画面を前記撮像手段によっ
て撮像される被写体像の表示に切り換える表示切替手段を備えていることを特徴とし、請
求項３の発明は、更に、複数の方向に押下可能な操作部を備え、前記表示制御手段は、前
記複数の方向に対応させて前記複数のフォルダウィンドウを表示させ、前記フォルダ選択
手段は、前記操作部が押下された方向に対応するフォルダウィンドウを前記画像データを
保存するフォルダとして選択することを特徴とする。また、請求項４記載の発明は、請求
項１の撮影装置の撮影方法、請求項５の発明は請求項１の撮影装置に適用されるプログラ
ムを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、画像撮影後の画像保存中に、ユーザが撮影画像の保存先を自由に選択
でき、保存できることにより、画像保存中の待ち時間を有効に活用することが可能となる
。
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【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。
【００１０】
　まず、図１に、本発明の実施形態に係る撮影装置５０の主要部構成を示す。図１に示す
ように、撮影装置（以下、デジタルカメラ）５０は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃ
ｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）２
、記憶部３、計時部４、表示部５、操作部６、撮影部７等により構成され、操作部６は十
字キー６ａを有する。
【００１１】
　ＣＰＵ１は、入力される指示に応じて所定のプログラムに基づいた処理を実行し、各機
能部への指示やデータの転送を行う中央演算装置である。具体的にＣＰＵ１は、操作部６
の十字キー６ａから入力される操作信号に応じて、記憶部３に格納されたプログラムを読
み出し、当該プログラムに従った処理を実行する。そして、その処理結果を表示部５に表
示させる。
【００１２】
　ＲＡＭ２は、ＣＰＵ１によって実行される各種プログラムをプログラム格納エリアに展
開する。また、ＲＡＭ２は、各種プログラムの実行時に生じる処理結果等のデータをワー
クエリアに一時的に記憶する。
【００１３】
　記憶部３は、プログラムやデータ等が予め記録されている記録媒体（図示省略）を有し
ており、この記録媒体は、磁気的、光学的記録媒体若しくは半導体メモリで構成されてい
る。この記録媒体は、各種処理プログラム及び各種処理プログラムで処理されたデータを
記憶する。また、記憶部３は、デジタルカメラ５０で撮影された画像データや、その画像
データを格納する格納手段としての複数のフォルダを記憶する。
【００１４】
　計時部４は、時刻や日付を計時し、計時された時間データ等は、ＣＰＵ１を介して記憶
部３に送られて順次更新セットされる。例えば、撮影画像をフォルダへ保存又は移動する
際、十字キー６ａのＯＫキー（図示省略）が押下されなければ、計時部４により所要時間
のカウントが開始され、予め設定された所定時間が経過すると、その旨がＣＰＵ１に送信
される。ＣＰＵ１は、その旨を受信すると撮影画像のフォルダへの保存又は移動を実行す
る処理を行う。
【００１５】
　表示部５は、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）等の表示画面
を備え、ＣＰＵ１から入力される表示制御信号に従って、撮影画像の各種データを表示す
る。表示部５は、デジタルカメラ５０が撮影モード時には電子ファインダとして撮影しよ
うとする画像を表示し、再生モード時には撮影された画像のうち選択された画像を再生表
示する。また、撮影画像データを保存する複数のフォルダから構成されるフォルダ選択画
面を表示し、ユーザはフォルダ選択画面を見ながら画像データを保存するフォルダを選択
することにより、画像データを保存する。また、表示部５が表示するフォルダ選択画面は
複数登録可能である。
【００１６】
　操作部６は、操作手段として十字キー６ａの他、各種機能キーを備え、キーの押下操作
に対応する操作信号をＣＰＵ１に出力する。例えば、撮影した画像をフォルダに保存する
場合に、選択したいフォルダの方向に十字キー６ａを押下することにより、複数のフォル
ダの中から押下された方向に対応するフォルダを選択すると、その操作信号がＣＰＵ１に
出力される。また、この操作手段による切換操作や継続操作を使い分けることで、表示画
面の切換え、更なるフォルダ表示等に対応する（後述）。
【００１７】
　撮影部７は、ガラス又はプラスチックからなる光学レンズ及びＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　
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Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）やＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ
　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）等の撮像素子(光学センサ)を含むカメラを
備え、光学レンズを介して入力される撮影画像を撮像素子で電気信号に変換して撮影画像
データを生成する。
【００１８】
　次に、図２（ａ）を参照して、デジタルカメラ５０の操作側の概略構成と、撮影画像デ
ータを保存する際の画面表示について説明する。図２（ａ）に示すように、デジタルカメ
ラ５０は操作側に、点灯部８と、十字キー６ａと、表示部５等を備える。
【００１９】
　点灯部８は、画像保存開始と共に赤く点灯し、画像保存処理が終了すると消灯する。　
撮影画像の保存時、予めユーザ設定が有る場合には、表示部５には図２（ａ）のような画
面が表示される。表示画面（表示部５）の４隅には、人物フォルダ１０ａ、風景フォルダ
１０ｂ、動物フォルダ１０ｃ、街フォルダ１０ｄが透過ウィンドウ表示される。なお、こ
れらのフォルダは、ユーザにより設定されたフォルダであり、フォルダ名はこれに限定さ
れず、他の名称としてもよく、ユーザは自由に変更可能である。予めユーザ設定が無い場
合には、予めデジタルカメラ５０に組み込まれているデフォルトフォルダが、表示画面の
４隅に透過ウィンドウ表示される（図示省略）。これらのフォルダが表示画面に表示され
ると、ユーザは十字キー６ａを操作することにより、所望するフォルダを選択し、画像デ
ータを保存する指示を行う。ユーザによりフォルダが選択されると、選択されたフォルダ
に撮影画像データが保存される。なお、この操作による画像保存は、点灯部８が赤く点灯
している間可能である。フォルダに分けて保存する必要が無い場合は、所定時間（画像保
存に要する時間）経過後、自動的に通常のフォルダ（後述）に保存される。
【００２０】
　図２（ｂ）に、デジタルカメラ５０の記憶部３に格納されるフォルダの構成例を示す。
図２（ｂ）に示す構成は、ＰＣで確認する際に表示される。ＤＣＩＭとは、ＤＣＦ（Ｄｅ
ｓｉｇｎ　ｒｕｌｅ　ｆｏｒ　Ｃａｍｅｒａ　Ｆｉｌｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）規格に定められ
た、第一階層にあるフォルダに付けられたフォルダ名である。このフォルダ名は、自由に
変更可能である。このＤＣＩＭフォルダには、更に、フォルダ１００ＣＡＳＩＯがあり、
このフォルダの中に画像データが保存される。予めユーザ設定が無く、さらにデフォルト
フォルダの選択もされなければ、１００ＣＡＳＩＯのフォルダに画像データが保存される
。以下、このフォルダを通常のフォルダと称す。予めユーザ設定が有る場合には、図２（
ｂ）に示すように、通常のフォルダの中に、更に、フォルダが格納される。そして、十字
キー６ａ操作により、フォルダが選択されると、そのフォルダに画像データが保存される
。例えば、予めユーザ設定が有る場合、撮影した画像１について、画像保存中に人物フォ
ルダ１０ａを選択すると、画像１は図２（ｂ）に示すように、人物フォルダ１０ａに保存
される。予めユーザ設定がなく、撮影した画像９について、デフォルトフォルダも選択し
なかった場合は、画像９は図２（ｂ）に示すように、通常のフォルダに保存される。
【００２１】
　次に、図３のフローチャートを参照して、画像撮影後の画像保存中に、画像を各フォル
ダに保存する処理について説明する。
【００２２】
　まず、デジタルカメラ５０により画像が撮影されると（ステップＳ１）、ユーザ設定が
有るか、つまり、ユーザにより予めフォルダが登録設定されているか否かを判定する（ス
テップＳ２）。
【００２３】
　ステップＳ２において、ユーザ設定が有ると判定すると（ステップＳ１；ＹＥＳ）、表
示画面４隅に設定フォルダを透過ウィンドウ表示する（ステップＳ３）。ステップＳ２に
おいて、ユーザ設定が無いと判定すると（ステップＳ２；ＮＯ）、表示画面４隅にデフォ
ルトフォルダを透過ウィンドウ表示する（ステップＳ４）。
【００２４】
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　ステップＳ３又はステップＳ４において、表示画面４隅に設定フォルダ又はデフォルト
フォルダを透過ウィンドウ表示すると、十字キー６ａ入力待ち受けを開始する（画像保存
中）（ステップＳ５）。この十字キー６ａの入力待ち受け中、つまり、画像保存中に、十
字キー６ａによる入力があったか否かを判定する（ステップＳ６）。十字キー６ａによる
入力の有無判定では、表示画面４隅に表示した設定フォルダ又はデフォルトフォルダのう
ち、ユーザにより保存するフォルダの方向の十字キー６ａが押下された否かが判定される
。
【００２５】
　ステップＳ６において、画像保存中に十字キー６ａによる入力があった、つまり、フォ
ルダを移動する指示があったと判定すると（ステップＳ６；ＹＥＳ）、ＯＫキー（図示省
略）が押下される又は画像保存時間が終了すると（タイムアウト）（ステップＳ７）、十
字キー６ａが押下された方向に対応するフォルダに画像を保存する（ステップＳ８）。ス
テップＳ６において、画像保存中に十字キー６ａによる入力がなかったと判定すると（ス
テップＳ６；ＮＯ）、ＯＫキーが押下される又は画像保存時間が終了すると（ステップＳ
９）、通常のフォルダに画像を保存する（ステップＳ１０）。
【００２６】
　ステップＳ８又はステップＳ１０において、十字キーが押下された方向に対応するフォ
ルダ又は通常のフォルダに画像を保存すると、フォルダへの画像保存が終了する。（ステ
ップＳ１１）。フォルダへの画像保存が終了すると、ユーザが撮影しようとする被写体を
表示する最初の画面へ切換える（ステップＳ１２）。この表示画面に切換えると、再度、
ステップＳ１に戻り、ステップＳ１～１２の処理を繰り返す。
【００２７】
　図４のフローチャートを参照して、再生モード時に、画像を各フォルダに保存する処理
について説明する。
【００２８】
　まず、デジタルカメラ５０が再生モードに設定されると（ステップＴ１）、表示画面に
撮影画像を表示する（ステップＴ２）。ステップＴ２において、撮影画像を表示すると、
ユーザによりその中からフォルダ移動する撮影画像が選択され、ＯＫキーが押下される（
ステップＴ３）。ステップＴ３において、ユーザによりＯＫキーが押下されると、ユーザ
設定が有るか、つまり、ユーザにより予めフォルダが登録設定されているか否かを判定す
る（ステップＴ４）。ステップＴ４において、ユーザ設定が有ると判定すると（ステップ
Ｔ４；ＹＥＳ）、表示画面４隅に設定フォルダを透過ウィンドウ表示する（ステップＴ５
）。ステップＴ４において、ユーザ設定が無いと判定すると（ステップＴ４；ＮＯ）、表
示画面４隅にデフォルトフォルダを透過ウィンドウ表示する（ステップＴ６）。ステップ
Ｔ５又はステップＴ６において、表示画面４隅に設定フォルダ又はデフォルトフォルダを
透過ウィンドウ表示すると、十字キー６ａ入力待ち受けを開始する（画像保存中）（ステ
ップＴ７）。この十字キー６ａの入力待ち受け中、つまり、画像保存中に、十字キー６ａ
による入力があったか否かを判定する（ステップＴ８）。
【００２９】
　ステップＴ８において、画像保存中に十字キー６ａによる入力があったと判定すると（
ステップＴ８；ＹＥＳ）、ＯＫキーが押下される又は画像保存時間が終了し（タイムアウ
ト）（ステップＴ９）、十字キー６ａが押下された方向に対応するフォルダに画像データ
を移動する（ステップＴ１０）。ステップＴ８において、画像保存中に十字キー６ａによ
る入力がなかったと判定すると（ステップＴ８；ＮＯ）、ＯＫキーが押下される又は画像
保存時間が終了し（ステップＴ１１）、フォルダ移動は行われない（ステップＴ１２）。
ステップＴ１０において、十字キー６ａが押下された方向に対応するフォルダに画像デー
タを移動する又はステップＴ１２において、フォルダ移動が行われないと、ステップＴ１
に戻り、再度、ステップＴ１～１２の処理を繰り返す。
【００３０】
　以上のように、画像を撮影した後の画像保存中に、デジタルカメラ５０の十字キー６ａ
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を操作することによりユーザが保存したいフォルダに画像データを保存することができ、
画像保存中の待ち時間を有効に活用することが可能である。また、ＰＣに画像データを取
り込み、画像を確認する際に、各フォルダに保存されているため、確認が容易であり、画
像の種類毎に閲覧することができる。
【００３１】
　また、再生モードで画像を表示した際に、同様の操作によりフォルダ移動を可能にする
ことにより、通常のフォルダに保存した後も、フォルダ移動が可能である。このことによ
り、ユーザはいつでもフォルダ変更が可能であり、間違って所望しないフォルダに保存し
た場合でも変更ができるため、ユーザの自由度が向上する。
【００３２】
〔変形例１〕
　次に、図５（ａ）、（ｂ）、（ｃ）を参照して、変形例１のデジタルカメラ５０におい
て撮影された撮影画像の保存方法について説明する。なお、上述した実施形態と同様の構
成には同様の符号を付し、説明は省略する。
【００３３】
　予め設定されているフォルダが４つ以上ある場合、ユーザはメニューキー（図示省略）
を押下することにより、第２のフォルダ選択表示画面に切換え、その画面上に透過ウィン
ドウ表示させる。第２のフォルダ選択表示とは、実施形態のフォルダ選択表示と同様に、
予めユーザにより設定された複数のフォルダにより構成される。表示画面上に表示しきれ
ない複数のフォルダ設定がある場合には、複数のフォルダ設定表示画面を有し、メニュー
キーの操作により画面を切換え、所望するフォルダを選択する。
【００３４】
　例えば、図５（ａ）において、ユーザが所望する設定フォルダが最初のフォルダ選択画
面に無かった場合、メニューキーを押下することにより、第２のフォルダ選択表示画面に
切換え、その中から所望するフォルダを選択する。第２のフォルダ選択表示画面の一例を
図５（ｂ）に示す。この表示画面に表示された家族フォルダ１０ｅ、ビジネスフォルダ１
０ｆ、スポーツフォルダ１０ｇ、遊びフォルダ１０ｈは予めユーザにより設定され、フォ
ルダ名はこれに限定されない。ユーザは、撮影した画像（画像１３）をスポーツフォルダ
１０ｇに保存したい場合、最初に表示されるフォルダ選択画面（図５（ａ））から、メニ
ューキーを押下することにより、図５（ｂ）に示す第２のフォルダ選択画面に切換える。
そして、十字キー６ａをスポーツフォルダ１０ｇの方向に押下することにより画像データ
を保存する。
【００３５】
　図５（ｃ）に、変形例１のデジタルカメラ５０の記憶部３に格納されるフォルダ構成例
を示す。４つ以上のフォルダがある場合には、４つの場合と同様に、１００ＣＡＳＩＯの
フォルダの中に各フォルダが格納されている。このフォルダの数は限定されず、複数設定
可能である。ユーザは必要に応じて、さまざまなフォルダ名で複数格納する。
【００３６】
　図６のフローチャートを参照して、変形例１のデジタルカメラ５０において、画像撮影
後の画像保存中に、画像を各フォルダに保存する処理について説明する。この処理は、図
３のフローチャートの一部変形であるため、同様の処理には同様の符号を付し、説明は簡
略する。
【００３７】
　画像が撮影され（ステップＳ１）、表示画面４隅に設定フォルダ又はデフォルトフォル
ダを透過ウィンドウ表示すると（ステップＳ３、Ｓ４）、画像の保存を開始し、十字キー
６ａ入力待ち受け状態となる（ステップＳ５）。ユーザは、ステップＳ３又はＳ４に表示
されたフォルダの中に、所望するフォルダが無い場合、メニューキーを押下することによ
り表示画面を切換え、第２のフォルダ選択画面を表示させる。従って、画像保存中にユー
ザによりメニューキーが押下されたか否かを判定する（ステップＡ１）。ステップＡ１に
おいて、ユーザによりメニューキーが押下されたと判定すると（ステップＡ１；ＹＥＳ）
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、表示画面４隅に、第２のフォルダ選択画面を構成する設定フォルダを透過ウィンドウ表
示する（ステップＡ２）。ステップＡ１において、ユーザによりメニューキーが押下され
ていないと判定する（ステップＡ２；ＮＯ）又はステップＡ２において、表示画面４隅に
、第２のフォルダ選択画面を構成する設定フォルダを透過ウィンドウ表示すると、表示し
た第２のフォルダ選択画面において、十字キー６ａ入力があったか否かを判定し（ステッ
プＳ６）、図３と同様の処理を実行する（ステップＳ７～１２）。
【００３８】
　次に、図７のフローチャートを参照して、変形例１のデジタルカメラ５０において、再
生モード時に、画像データを各フォルダに保存する処理について説明する。この処理は、
図４のフローチャートの一部変形であり、図６のフローチャートの一部追加であるため、
同様の処理には同様の符号を付し、説明は簡略する。
【００３９】
　デジタルカメラ５０を再生モードにし（ステップＴ１）、撮影された複数の画像の中か
らフォルダ移動する画像が選択されると（ステップＴ２、Ｔ３）、表示画面４隅に設定フ
ォルダ又はデフォルトフォルダを透過ウィンドウ表示する（ステップＴ５、Ｔ６）。そし
て、透過ウィンドウ表示と共に画像の保存を開始し、十字キー６ａ入力待ち受け状態とな
る（ステップＴ７）。ユーザは、ステップＴ５又はＴ６に表示されたフォルダの中に、所
望するフォルダが無い場合、メニューキーを押下することにより表示画面を切換え、第２
のフォルダを表示させる。従って、画像保存中にユーザによりメニューキーが押下された
か否かを判定する（ステップＡ１）。ステップＡ１において、ユーザによりメニューキー
が押下されたと判定すると（ステップＡ１；ＹＥＳ）、表示画面４隅に、第２のフォルダ
選択画面を構成する設定フォルダを透過ウィンドウ表示する（ステップＡ２）。ステップ
Ａ１において、ユーザによりメニューキーが押下されていないと判定すると（ステップＡ
２；ＮＯ）又はステップＡ２において、表示画面４隅に、第２のフォルダ選択画面を構成
する設定フォルダを透過ウィンドウ表示すると、表示して第２のフォルダ選択画面におい
て、十字キー６ａ入力があったか否かを判定し（ステップＴ８）、図４と同様の処理を実
行する（ステップＴ９～１２）。
【００４０】
　以上のように、複数のフォルダを設定することができることにより、画像データを詳細
に分類することが可能であり、ＰＣに取り込んで確認する時に、ユーザが確認したい画像
を容易に選択することが可能である。また、最初に表示されるフォルダ選択画面から、第
２のフォルダ選択画面に切換える方法が、メニューキーを押下するという容易な操作であ
るため、電子機器操作が苦手なユーザや、高齢のユーザにも使用しやすいデジタルカメラ
５０を提供することができる。
【００４１】
〔変形例２〕　
　次に、図８（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）を参照して、変形例２のデジタルカメラ５
０において撮影された撮影画像の保存方法について説明する。なお、実施形態と同様の構
成には同様の符号を付し、説明は省略する。
【００４２】
　最初に表示されるフォルダ選択表示画面において、選択するフォルダの方向に十字キー
６ａを押下する際に、十字キー６ａを長押しすると、図８（ｂ）に示すように、選択した
フォルダに従属する第２のフォルダ（以下、サブフォルダ）を別色で重ねて透過ウィンド
ウ表示する。例えば、予め人物フォルダ１０ａのサブフォルダとして友達フォルダ１０ｉ
を格納していると、十字キー６ａを長押しされることにより図８（ｂ）のように、サブフ
ォルダである友達フォルダ１０ｉを人物フォルダ１０ａに重ねて表示する。このとき、サ
ブフォルダはそのメインとなるフォルダと視覚的に見やすくするために、別の色で表示す
るか、区別ができる表示であればこれに限定されない。この友達フォルダ１０ｉに、更に
、サブフォルダとして第３のフォルダを設定することができる。例えば、友達フォルダ１
０ｉのサブフォルダとして、学校フォルダ１０ｊを格納していると、友達１０ｉを表示し
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た画面で、再度、十字キー６ａが長押しされることにより、図８（ｃ）に示すような画面
を表示する。この学校フォルダ１０ｊも友達フォルダ１０ｉと同様に、別色で重ねて透過
ウィンドウ表示し、視覚的に見やすくするために、他のフォルダと別の色で表示するか、
区別ができる表示とする。
【００４３】
　図８（ｄ）に、変形例２のデジタルカメラ５０の記憶部３に格納されるフォルダ構成の
一例を示す。ＤＣＩＭフォルダ内の１００ＣＡＳＩＯフォルダに格納されるメインとなる
設定フォルダのサブフォルダは、図８（ｄ）に示すように、メインとなる設定フォルダの
中に格納する。上述したフォルダ設定がされている場合は、人物フォルダ１０ａの中に友
達フォルダ１０ｉを格納し、更に、友達フォルダ１０ｉの中に学校フォルダ１０ｊを格納
する。なお、フォルダ構成はこれに限られない。例えば、メインとなる人物フォルダ１０
ａの中に友達フォルダ１０ｉのようなサブフォルダを複数格納してもよく、サブフォルダ
に格納されるフォルダを複数格納してもよい。さらに、サブフォルダの中の学校フォルダ
が、更に、フォルダを格納する構成としてもよく、数は限定されない。これらは、その他
のメインとなる設定フォルダである風景フォルダ１０ｂ、動物フォルダ１０ｃ、街フォル
ダ１０ｄにも同様である。
【００４４】
　次に、図９のフローチャートを参照して、変形例２のデジタルカメラ５０が画像撮影後
の画像保存中に、画像を各フォルダに保存する処理について説明する。この処理は、図３
のフローチャートの一部変形であるため、同様の処理には同様の符号を付し、説明は簡略
する。
【００４５】
　画像が撮影され（ステップＳ１）、表示画面４隅に設定フォルダ又はデフォルトフォル
ダを透過ウィンドウ表示すると（ステップＳ３、Ｓ４）、画像の保存を開始し、十字キー
６ａ入力待ち受け状態となる（ステップＳ５）。ユーザは、ステップＳ３又はＳ４に表示
されたフォルダのうち、設定フォルダの中に格納されたサブフォルダに画像を保存したい
場合は、選択したいフォルダの方向に十字キー６ａを長押しすることによりサブフォルダ
を表示させる。従って、画像の保存を開始すると、ユーザによる十字キー６ａの長押しが
されたか否かを判定する（ステップＢ１）。
【００４６】
　ステップＢ１において、ユーザにより十字キー６ａが長押しされたと判定すると（ステ
ップＢ１；ＹＥＳ）、押下された方向に対応する設定フォルダに重ねて設定サブフォルダ
を透過ウィンドウ表示する（ステップＢ２）。
【００４７】
　ステップＢ１において、ユーザによる十字キー６ａの長押しがされなかったと判定する
と（ステップＢ１；ＮＯ）又はステップＢ２において、押下された方向に対応する設定フ
ォルダに重ねて設定サブフォルダを透過ウィンドウ表示すると、そのフォルダ選択画面に
おいて、十字キー６ａ入力があったか否かを判定し（ステップＳ６）、図３と同様の処理
を実行する（ステップＳ７～１２）。
【００４８】
　次に、図１０のフローチャートを参照して、変形例２のデジタルカメラ５０が再生モー
ド時に、画像を各フォルダに保存する処理について説明する。この処理は、図４のフロー
チャートの一部変形であり、図６のフローチャートの一部追加であるため、同様の処理に
は同様の符号を付し、説明は簡略する。
【００４９】
　デジタルカメラ５０を再生モードにし（ステップＴ１）、撮影された複数の画像の中か
らフォルダ移動する画像が選択されると（ステップＴ２、Ｔ３）、表示画面４隅に設定フ
ォルダ又はデフォルトフォルダを透過ウィンドウ表示する（ステップＴ５、Ｔ６）。そし
て、透過ウィンドウ表示と共に画像の保存を開始し、十字キー６ａ入力待ち受け状態とな
る（ステップＴ７）。
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【００５０】
　ユーザは、ステップＴ５又はＴ６に表示されたフォルダのうち、設定フォルダの中に格
納されたサブフォルダに画像を保存したい場合は、選択したいフォルダの方向に十字キー
６ａを長押しすることによりサブフォルダを表示させる。従って、画像の保存を開始する
と、ユーザによる十字キー６ａの長押しがされたか否かを判定する（ステップＢ１）。
【００５１】
　ステップＢ１において、ユーザにより十字キー６ａが長押しされたと判定すると（ステ
ップＢ１；ＹＥＳ）、押下された方向に対応する設定フォルダに重ねて設定サブフォルダ
を透過ウィンドウ表示する（ステップＢ２）。
【００５２】
　ステップＢ１において、ユーザによる十字キー６ａの長押しがされなかったと判定する
と（ステップＢ１；ＮＯ）又はステップＢ２において、押下された方向に対応する設定フ
ォルダに重ねて設定サブフォルダを透過ウィンドウ表示すると、そのフォルダ選択画面に
おいて、十字キー６ａ入力があったか否かを判定し（ステップＴ８）、図４と同様の処理
を実行する（ステップＴ９～１２）。
【００５３】
　なお、複数のサブフォルダを設定している場合や、図８（ｄ）のフォルダ構成例に示す
ように、サブフォルダの中のフォルダに、更に、フォルダを格納している場合は、ステッ
プＢ１の十字キー６ａの長押し入力を繰り返すことにより対応する。
【００５４】
　以上のように、メインとなる設定フォルダにサブフォルダ設定することができることに
より、画像データをより詳細に分類することが可能であり、ＰＣに取り込んで確認する時
に、ユーザが確認したい画像を更に容易に選択することが可能である。また、サブフォル
ダは複数設定でき、また、サブフォルダの中にもフォルダを複数設定できることにより、
ユーザの自由度が向上し、例えば、画像データを印刷処理する場合に、フォルダを一つ選
択すれば、関連する内容の画像データも印刷することができ、手間を削減できると共に、
迅速に処理することが可能である。
【００５５】
　さらに、サブフォルダ選択表示画面に切換える方法が、表示したいメインとなる設定フ
ォルダの方向に十字キーを長押しするという極めて容易な操作であるため、複雑な操作を
要するデジタルカメラ５０が多く普及している中、所望される簡単な操作を搭載したデジ
タルカメラ５０を提供することが可能である。
【００５６】
　なお、撮影装置５０はデジタルカメラに限られず、カメラ付携帯電話、カメラ付携帯端
末（ハンディーターミナル）、カメラ付ＰＤＡ、カメラ付パーソナルコンピュータ等の情
報処理装置においても、同様の効果を得ることができる。
【００５７】
　また、実施形態ではフォルダ選択表示画面は４つのフォルダにより構成されるとしたが
、これに限定されない。４つ以上のフォルダで構成するとしてもよく、十字キー６ａもそ
れに対応して複数方向に押下可能な構成としても、同様の効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本実施形態に係る撮影装置の主要部構成を示す図である。
【図２】本実施形態に係る撮影装置の操作側の概略構成及びフォルダ表示画面と、フォル
ダ構成の一例を示す図である。
【図３】本実施形態に係る撮影装置の画像保存中において実行される画像を各フォルダに
保存する処理についてのフローチャートである。
【図４】本実施形態に係る撮影装置の再生モード時において実行される画像を各フォルダ
に保存する処理についてのフローチャートである。
【図５】変形例１に係る撮影装置の操作側の概略構成及びフォルダ表示画面と、フォルダ
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構成の一例を示す図である。
【図６】変形例１に係る撮影装置の画像保存中において実行される画像を各フォルダに保
存する処理についてのフローチャートである。
【図７】変形例１に係る撮影装置の再生モード時において実行される画像を各フォルダに
保存する処理についてのフローチャートである。
【図８】変形例２に係る撮影装置の操作側の概略構成及びフォルダ表示画面と、フォルダ
構成の一例を示す図である。
【図９】変形例２に係る撮影装置の画像保存中において実行される画像を各フォルダに保
存する処理についてのフローチャートである。
【図１０】変形例２に係る撮影装置の再生モード時において実行される画像を各フォルダ
に保存する処理についてのフローチャートである。
【符号の説明】
【００５９】
１　ＣＰＵ
２　ＲＡＭ
３　記憶部
４　計時部
５　表示部
６　操作部
６ａ　十字キー
７　撮影部
８　点灯部
１０ａ　人物フォルダ
１０ｂ　風景フォルダ
１０ｃ　動物フォルダ
１０ｄ　街フォルダ
１０ｅ　家族フォルダ
１０ｆ　ビジネスフォルダ
１０ｇ　スポーツフォルダ
１０ｈ　遊びフォルダ
１０ｉ　友達フォルダ
１０ｊ　学校フォルダ
５０　撮影装置
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